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軍港都市横須賀の形成と土地所有の変選
一横須賀下町地区を事例に-
双木俊介・藤野 朔
I はじめに
本稿は，幕末期から昭和初年における横須賀下
町地区を対象として，景観および土地所有の変遷
に注目して，軍港都市横須賀の都市形成過程につ
いて考察するものである O
横須賀は海蝕崖が海岸近くまでせまっているた
め，江戸期には海岸部の眠られた低地に集落の点
在する村落であった。しかし 幕末期の横須賀製
鉄所・造船所の建設を契機として，明治17年
(1884)には鎮守府が設置されるなど，軍港都市
として急激な成長を遂げた。大正9年(1920)に
横須賀の人口は89，879人に達し，当時の日本にお
ける人口上位20位につらなるようになった。横須
賀は軍港建設を契機として 江戸湾沿岸のー寒村
から急速に都市が形成されたという特徴をもつも
のであり， 日本における近代都市の形成過程を考
察する上でも重要な事例であるD
横須賀では人口の急増とともに市街地も急激に
拡大し市域も拡張してきた口一般的に横須賀の
市街地は台地上と低地部に区分され，前者は上町
地区，後者は下町地区と呼称されている(第 1
図)。本稿の対象とする横須賀下町地区は，幕末
期の製鉄所・造船所建設当時から徐々に市街地化
してきたという特徴をもっ。下町地区は横須賀鎮
守府に近接しており，横須賀のなかで古い市街地
にあたる口なかでも 土地所有を検討する本町・
大滝町は下町地区の中心市街地として商業地区を
形成してきた。下町地区は鎮守府の門前町ともい
うべき地区であり，軍港都市の形成過程を検討す
る上で，欠かすことのできない事例であるといえ
る。
横須賀に関するこれまでの研究をふまえると，
横須賀の都市形成を検討する際には，以下の 3点
に注目する必要があろう O
まず，横須賀の都市形成への軍の関与である。
上山らJ)は「地域社会における軍隊の存在Jに注
目し，地域と軍隊の緊張・共存関係に注目してい
るO このなかで，田中2)は海軍水道による横須賀
市街地への水供給に注目し 都市形成と海軍の関
係を指摘している。また， L!田3)は横須賀市長経
験者の多くが海軍関係者であったことから，横須
賀市政と海軍との関係を論じている。上記のよう
に，横須賀の都市形成は軍の存在なくしては成し
得なかった。したがって 軍港都市横須賀の形成
過程を論ずる上で，軍の関与に注目することが不
可避といえよう。
次に注目すべき点は 崖の切り崩しおよび埋立
開発であるO 北津・福島4)は横須賀の市街地形成
における埋立の重要性を指摘している。また，横
須賀市史編纂委員会5)や中央地域文化振興懇話会
など6)でも横須賀下町地区における埋立の進展に
ついて検討されている O 横須賀は急1皮な海蝕巌が
海岸付近までせまっているという地形的特徴によ
か軍事的防御にはすぐれていた。しかし海岸
付近の低地は狭小なため 市街地形成は制約され
た。そのため，市街地の形成には埋立や崖の切り
崩しによる開発が不可欠であった。したがって，
埋立の開発者や開発前後の埋立地の景観をさらに
詳細に検討していく必要があるといえよう 。
第三に，他地域出身者の流入である。横須賀は
軍関連施設の拡張とともに軍人や労働者などが他
地域より流入してきた。横須賀市史編纂委員会7)
は人口統計より他地域出身者の流入過程を示し，
社会増加の顕著なことが第二次大戦以前の横須賀
の特徴であると指摘している O しかしこのよう
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な他地域出身者が横須賀における都市形成にいか
なる役割を果たしたのかは十分な検討がなされて
いるとは言い難い。横須賀における都市形成を論
ずる上で¥他地域出身者の位置づけや役割をふま
える必要カfあるといえるD
このように，横須賀の都市形成の特徴を検討す
る際には，箪の関与・埋立開発・他地域出身者の
流入という 3つの点に注lヨする必要がある口そこ
で，本稿ではこれらをふまえ，横須賀下町地区に
おける土地所有の変遷と土地所有者の特般に注目
しながら，横須賀の都市形成過程を検討するD 土
地所有の分析について，小原8)は「土地の権利を
有する者の意思決定が土地利用や都市景観に影響
を与える点を考慮するならば，土地所有など権利
関係の観点から都市の形成や変化について考察す
ることも重要であるjと指摘している。土地所有
者に注目することにより，横須賀下町地区の市街
地拡大過程や海:箪と都市開発の関係，地域開発に
従事した人々の特徴を関連付けて考察することが
できると d忠われる。
本稿では横須賀下町地区における景観の変遷
を，埋立開発と関東大震災後における復興計画に
注目しながら検討する(第E章)。次に，本町・大
滝町地区の土地所有の変遷と土地所有者の社会構
成について検討する(第E章)。そして，他地域
出身者が横須賀においてどのような役割を果たし
たかを埋立事業や政財-界における活動に注目しな
がら検討していくこととしたい(第百章)。
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E 横須賀下町地区における景観の変遷とその
特徴
1)江戸期の景観
横須賀村は天正18年(1590)に天領となった
後.寛文 6年(1666)に播磨藩領，延享元年
(1744)に松平大和守領，文化8年(1811)に会津
藩領，文政4年(1821)に再び松平大和守領，安
政元年(1854)に熊本藩領，文久 3年(1863)に
佐倉藩領と変遷し 慶応3年(1867)に幕府直轄
領となった。
天保10年(1839)頃における横須賀村の家数は
201戸であった。横須賀村は 東海道から分岐し
浦賀方面へむかう浦賀道の継立場となっていた口
一方，天保10年頃における横須賀村の船数は，漁
船80隻，極印船16隻とある9)。極印船は，幕府ーや
諸藩の荷物を運搬し 江戸に出入りする船であっ
た。このような極印船が横須賀村ーにあったことか
ら，横須賀村の村民が海上輸送に従事していたこ
とがうかがえる。さらに，江戸湾に面した横須賀
村ー で、は漁業が重要な生業で、あり，紀ナ/-/などの関西
方面や安房・上総などから鰯志向荷台の出入りもみら
れた。江戸中期以降には江戸市場と結びつき，押
送り船による漁獲物輸送も行われた。磯や沖合漁
場における漁業も行われ.r裾帯菜，未滑海:藻 ・鹿
尾菜の類Jの採取や海鼠j魚、もさかんであった10)。
一方， 江戸期の農業生産については不明な点が多
いものの，明治期における資料から推察すると，
米や麦類を主としながら 豆類・いも類などを生
産していたとみられる。しかし，横須賀は「土地
険峻ニシテ耕地稀」であった。そのため.r米麦
(ママ}
ノ産多カラズ」して.r僅ニ一歳ノ食料ヲ得ルノ
ミニシテ事モ余裕」なく.r山村ハ薪炭，沿海:ハ
漁猟ヲ兼ネ以テ生計ヲ営ム」状況であった11)口こ
のように，江戸期における生業を検討すると，横
須賀村は三浦半島における江戸湾周辺の他村と同
様に，半農半漁を生業とした村落であった。
江戸後期の横須賀村ーの景観を示す史料として
は.r相ナH三浦郡横須賀村絵図12)Jがあげられる
(第2図)。この絵図をみると，現在の横須賀市中
心部の対観とは大きな走兵が認められる。地71~に
日を向けると，現在と比べて 江戸期の横須賀村ー
では_?'iJ削!崖が海岸までせまる地域が多くを占め
ていた。
集落は狭い低地音I~に存在しており.横須賀村北
部の半島(以下半島部)の付け根部分の集落が注
呂されるO ここには家屋が高密度に描かれてい
るG また，この腐屈には寺社， 高.札， J鼓が集中
「横須賀jと地名が記載されているO 絵図の描か
れ方より判断して，この「横須賀」が，江戸期に
おける横須賀村の中心地(現 本町 1丁目付近〉
であったことがうかがえる。ほかにも， r横須賀j
に近接する「汐関池J.r中横須賀J.半島部の「泊
りJ.r小白浜J.r楠ヶ浦J.r白浜J.谷戸の「汐
入J.r汐田J.r関」の周辺にも家屋が捜数拙かれ
ているが，これらはいずれも小規模な集落であっ
た。このように，江戸後期の横須賀村には，半島
の付け根の部分に中心的集落が存在し，かつ，村ー
内の広い範囲に小規模な集落が散在していた口し
かしこのような集落の多くは，海岸沿いの低地
もしくは 「汐留新田」周辺に限定されているG 急、
i峻な地形のため，横須賀村-においてはj舌住可能な
土地が限定されていたことがわかるo
急峻な地形の影響は，農地にも及んでいる。旧
畑をみると，これらは多くが内陸部に分布してい
ることがわかる o 1五は 海辺の「汐留新田jから
「汐田jを経由し， r八坂道」と平行して内陸の谷
戸に延びている O また 海沿いに広がる「横須
賀jの集落の内陸部の谷戸に広がっている。畑の
多くは，海岸に加え.回，家屋，道から隔絶され
た台地上の地域に描かれているo 一部.r中横須
賀jの集落に近接しているものもあるが，多くは
海辺から離れた地帯に広がっていた。
しかし，このような急峻な海:触崖のせまった地
形は，居住に制限をもたらす一方で，軍事的には
防御に適するものであった。また，横須賀村の沿
岸は，船を停泊させるのに十分な水深があり.台
風時にも高潮の影響が少なかった13)。これに加
え，横須賀は東京湾の玄関口であり，立地条件に
も恵まれていた。このような地形および立地上の
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軍事施設の拡大や鉄道の開設により，造船所労
働者や軍人などが増加し横須賀村は，明治8年
(1875)に横須賀町となった。横須賀町は，元l町，
諏訪町，旭町，稲岡町，楠ケ浦町，山王町，坂本
町，汐入町，汐留町，汐留新道，谷町，湊町，大
瀧町，若松町，泊里町の15町によって構成されて
いた O さらに，人口増加にともなって，市街地は
台地上や周辺の谷戸へも拡大した。市街地の拡大
にともない，市域も拡張された。 明治22年には逸
見村，明治39年(1906)には豊島町を合併した。
そして，明治40年(1907)には神奈J1 J票で2番目
に市指ljが施行され，横須賀市となった。
これら15町の位置する低地部は，造船所や鎮守
府に近接した地底であり，造船所開設当初より市
itイとした地区であった。しかし. 1民地部は~g付、な
ために市街地の拡大は制限されていた。そのた
め，横須賀における市街地の拡大には崖の切り崩
しゃ海面の埋立が不可欠であった。
条件から，幕末期には，幕府が新たに造船所を建
設する場所として，横須賀村を選定したのである C
2 )明治・大正期における景観の変化と人口の
急増
a. 景観の変化
江戸期には江戸湾に面するー寒村であった横須
賀に，明治4年(1871)，横須賀造船所が開設さ
れた。造船所の敷地面積は，建設計画当初
74，359坪であったが，明治15年(1882)には
191. 435坪となり 14) 敷地面積は約2.5倍に拡大し
た。さらに，明治17年 (1884)，東海鎮守府が横浜
から横須賀町に移され，明治22年(1889)に横須
賀鎮守府が誕生した。これにより，軍事関連施設
はさらに増加していった。また，横須賀鎮守府の
設置と 1]寺を同じくして，大船-横須賀簡に鉄道が
開設され，東京や横浜などとの人的・物的な交流
が活発化した。
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相州三浦郡横須賀村の地名と土地利用(文化8年)
(横須賀市自然・人文博物館所蔵間汁1'三浦郡横須賀村絵図jにより作成)
注)地名は原図の記載に従った。また，一部判読不能な田畑・地名が存在する O
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第2図
第3図は，幕末から現在にいたるまでの，横須
賀下町地区における海面の埋立の進展を示したも
のであるD これをみると，時代を追って，段階的
に海面の埋立が進行し，陸地が拡大していること
がわかる O 特に，幕末~明治30年代において，埋
立が進展しているが この時期の埋立は，とくに
半島部の東西両側付近において1顕著であった。
第 l 表は，慶応、 4 年~昭和 6 年(1867~1931) 
の横須賀において，海面の埋立が行われた地域と
開発者を示したものであるロ第 319jとあわせる
と，①の大滝町から⑦の米が浜地先までが幕末~
明治30年代まで、に拡大した土地であったことがわ
かる O これらの埋立地の開発者および主唱者は，
大滝町が江戸幕府であり，明治7年(1874)に開
発された小川町が小川茂周，明治11年(1878)の
若松町が高橋勝七(若松屋)である O ここでは，
、
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までに拡大しfたこ土l地也
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tzj 平成 14~;ド現在の海域
一ー-.文化1<1年(1817)ころの
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一一ー標高30mの等i高総
①~⑨ 組立実施地区
(第i表と対応)
250m 
|I~ 
幕府:よる I~:~~をだけでなく.若松屋といった民間の
商人などにより開発が行われたことが注目され
る。
小川茂j習は，三浦郡大津村-の名主.戸長， I玄
長，徴兵器議員を歴任し l明治ll~q三 (1878) に三
浦郡長に就いた人物である口浦賀 11汀 II~鳥居出身の高
橋勝七は，若松屋 3代目で.浦賀IlfJ会議員日
長， ~M\会議員，議長を!夜任し l明治3911三(1906)
に衆議院議員となった人物である O 加えて， irlJ資
銀行，武相HS:蓄銀行の取締役も務めたという 15)。
明治期の横須賀の市街地は，軍や行政だけではな
く，周辺地域の有力者層により埋立が主唱あるい
は実施され，拡大していった。
海面の埋立に伴い，可住地が増加し商工業地
が形成された。大滝町では，明治初年より商業・
サービス業の占める割合が高く.明治40年には大
第3図 横須賀下町地区における埋立の進展
(1横須賀村絵図J(横須賀市自然・人文博物館蔵)， 1万分の 1地形図「横須賀」
(明治36年修正，大正10年修正，昭和29年発行，平成14年修正).r横須賀中央地
区 町の発達史11r横須賀市史jをもとに作成)
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滝商j苫街が形成された。若松町も，大滝町と並ぶ
横須賀の中心的繁華街であった。
明治~大正期の横須賀は 軍需産業の発展と海
面の埋立の進行により 工業および商業機能が拡
充された時期であったとみることができる。
b. 人口の急増
明治期の横須賀では，市街地の拡大とともに，
人口が急増した16)0 r横須賀市史的jによると，
横須賀では天保10年(1839)の人口は3，145人に
過ぎなかったが，明治40年には62，876人にまで増
加した。明治後期には 江戸期の約20倍にも及ぶ
規模の都市が形成されていたことが判明する。さ
らに，大正9年(1920)には， 89，879人に膨れ上
がった。全国的にみても この時期の横須賀市の
人口増加率は高かったといえる G
人口急増の~図としては，他地域からの移入者
の存在があげられる。大正9年の横須賀市の人口
統計では，神奈川県出身者として数えられる者は
38， 666人であった口残りの約51，000人は他府県出
身者であり，当時の横須賀市が移入者によって構
成された都市であることを物語っている O
第 41:zJは，大正9年における横須賀市在住者の
出身都道府県を示したものであるo これによる
と横須賀市在住者の多くは全国各地より移住し
てきたことがわかる。なかでも，愛知，静岡，千
葉，宮城など東海地方から東北地方南部にかけて
の太平洋沿岸各県からの流入が多い。また，大正
第 l表海面の埋立
番号 竣工年 主1立地域 開発者(開発指導者)
① 1867年 大滝IG- 幕府
② 1869ij: 汐溜IrJ
① 1871年 湊IlG-l也先
① 1874ij三 小JIIG- 三浦郡長小川茂周
⑤ 1878ij: 若松町 高橋勝七(若松屋)
⑥ 1888年 l~浜地先
⑦ 18891三米が浜地先
⑥ 大正末 安浦町 安圧i保善社
⑤ 1931年 小JlI.大i'fi.若松地)¥;(日の出向)肥後富一郎・葦名金之助
a横須賀市史j. rよこすか中央地区 i町の発達史u
により作成)
注)空榊iは詳細不明。
9年における横須賀市の職業別人口をみると，軍
人や軍展を中心とした公務・自由業が全体の約
50%を占めていた。軍事都市であった横須賀は，
軍関係者をはじめとした人々が多く，出身地も全
国各地に及んでいたことがわかる。
明治40年の人口統計の性別および年齢に注目す
ると，当時の横須賀市の社会状況が読み取れる D
まず，性別をみると， r女J27，015人に対し， r男J
35， 861人で、ある o 年齢別では， 20歳代の比重が高
い。これは，明治期の横須賀における人口の急増
の大部分が，工廠の職工として雇用された人々と
その家族の流入によるものであったためと指描さ
れている18)口以上のように，明治~大正期の横須
賀市は，労働力として多くの移入者を抱えていた
と推察される口
3)関東大震災後の都害復興と景観の特徴
人口増加の著しかった軍港都市横須賀では， さ
まざまな都市問題が発生した。工場従業者の増加
にともない，住宅問題が生じた。明治21~23年
(1888~ 1890)には，横須賀町内において相次い
で大火が発生したD このような都市問題の解決の
(l"' 
〆
0$ 
第4図横須賀市現住者の出身地
一大正9年(1920)-
侍可!: 00 
.tP 
F 
O 4OOkm 
(大正9年 (1920)W国勢調査Jにより作成)
注)神奈川県38，666人はi除外した。
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ために，明治~大正期に上下水道の整備や塵芥焼
却場の移転が行われるとともに，大正10~12年
(1921 ~23) には，横須賀市内に相次いで市営住
宅が建設された19)。
横須賀の市街地の多くは，民間により開発され
たため，道路整備および区画整理がなされないま
ま発展した。しかし明治43年(1910)に横須賀
市臨時市是調査委員会，大正7年(1918)に横須
賀施設計画調査会が設立され，都市計閣の施行を
目的とした調査がはじまった。
しかし都市計画施行のための準備がはじまっ
たなかで，大正12年(1923)に関東大震災が発生
した。大滝町や若松町を含む横須賀下町地区の被
害は大きく，市街地の火災のほか，崖地付近では
土砂崩れもあった口 f横須賀市震災誌20)jによる
と，横須賀市の16，315戸のうち，焼失は4，700戸，
全壊は7，227戸であり，大滝町と若松町では， ["断
崖数ヶ所崩壊して人家7戸と居住者7名を埋没J
したという D
このように横須賀は，関東大震災により大きな
被害を受けた。これにともない，復興会が組織さ
れ，復興計画が議論された。関東大震災直後の復
????
???
興計jlIjには.鉄道.築港，ホテル.倉庫，娯楽常
設長ij，膝芥焼却場などの建設 下水道改良などが
煤り込まれた。復旧作業や応急住宅投備が進めら
れる一方， Ji1喋やj主j拍れの土砂をmv、て海i而の埋
立が行われた。横須賀市では IIrjjf日 3 ゴI~ (928)に
都市計画，市街地建築物法の1¥j1J定， 1百平IJ4年
(1929)に都市計阿Ixj戒の決定.昭和 511三(1930)
および翌1日和 6{I~ (1931)に風致地区決定， IJ併IJ
9年(1934)に都市計画街路の計画決定が行われ
た2])。
横須賀における復興事業のなかで，大きな事業
は道路拡幅と区画整理であった。第5図は.横須
賀市中心部における復興計画前の道路と現在を，
同時に示したものである O この図をみると，ま
ず，区画の改変は現在の大滝町 1. 2丁目と若松
1IT 1丁目で顕著であったことがわかる。[西友」
や「さいか犀」の周辺では.現在の畿通りが，復
興計画前は表側の街路であった。大滝18・1丁目の
街IZ内のアーケード通りも，復興計i出前は表通り
であった口また.復興計画前の南北を通る表通り
は，当時の大滝IHTと若f1IHTの境界付近からやや東
側へと曲がっている口この地点は現在では， ["徳
(海1幹部)
第5図 横須賀市における震災復興計画前後の道路
(r横須賀のi可名jにより作成)
注)I日道は復興計画前の道路を示す。図中のA.B は本文に対応。
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寿院Jへ通ずる大滝町2丁目の石段の付近(第5
図A)である。これは，大滝町と若松町の開発時
期が異なるため，道路の形状に影響したものと考
えられる。しかし震災復興後には，このような
道路の屈折は解消され，昭和 5年に開通した湘南
電鉄(現，京浜急行電鉄)の横須賀中央駅付近
(第 51~ B)を核とした直線状の道路が開設され
た。
第 61~ は，昭和初年の「土地台帳J. r横須賀
市 土地宝典2)Jをもとに，横須賀下町地区の宅
地割を示したものである O この図をみると，いく
つか注目すべき点がみられる。まず，震災復興後
に拡張された新道に面する地筆のほとんどが，新
進の拡IIJ~に際し，その一部が買いJ二げられている
ことがわかる O それに対し 大滝町 1. 2丁目で
は，官有地より払下げられた細長い地筆がみられ
るD これらの地筆は第51z1の震災復興以前の道路
と対応する。「土地台帳」によると，震災復興以
E3道路酬によ り 悩 げられたj地也帥t涼立
匿塑 浅仰千川fυ川附J地血i!lJ:り;μ払i志川州、小卜
囲璽 j地帆也帥併附紋悦芯の川ある凶白Mイ有附T地
f:f:~ 大 IE8~仰に海況によ i)ji司 J: られた地被(悦)
口五]Ifl聞
A Je肉IJl1lj・舎地
~Jillrr r境 日正urV'{}.HI畑地区
1'1田n涜 c11">1; 
前の道路の多くは，民間へと払下げられたことが
わかる。このような道路は，道路に面した両側の
地筆へ合筆される例もあった。しかし，写真 lの
ように民間に払下げられた後も通路として利用さ
れている例が確認できる。写真 1をみると，通路
の中心で建築物の境界が隣接していることがわか
るO これは震災復興の際.1ヨ道を道路荷側の土地
所有者へと半分ずつ払下げたためである。写真 l
の場合，道路を払下げられた土地所有者は旧道部
分を合筆せず，土地所有者各々が通路開設のため
に払下げられた土地を開放したものとみられる。
このような!日道を復原すると 震災復興以前の街
区の形態は 1 辺が30~50m の，長方形の街区で
あったと考えられる。
また，本町2・3丁目には，宮有地より払下げ
られた地筆が塊状に存在する場所がある(第6図
A)o ここは，大正14~昭和 5 年 0925~30) にか
けて「稲楠土地交換事業jが実施された土地であ
第61:m昭和初期における本1汀・大滝町の地割
(横浜地方法務局横須賀支局所蔵 f土地台帳附属図J. r土地台帳J.横須賀市自
然、・人文博物館所蔵 「横須賀市 土地宝典j藤沢復興地図社. 1931により作成)
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るO 海軍は，海軍施設を集中して立地させるた
め，市内に散在していた施設と檎ヶ浦町および稲
岡町白浜沿岸における民有地の土地交換を行っ
た。第 61"jgAの部分は.r向山官舎跡地jとなっ
ていたが，この土地交換により民間へと払下げら
れた。復興計画前の地形図によると，当該地区は
丘陵地であり，道路の位置もこの場所の北縁を迂
屈していた。しかし 土地交換によりこの土地は
民間に払い下げられ，崖の切り崩しと整地の後，
道路が移設された。
横須賀下町地区は，昭和初年の震災復興計画に
より景観が著しく変化し 現在における横須賀の
景観の骨格が形成された。その背景には，中心市
街地の道路の改修があった。 明治期の埋立による
市街地形成は民間によるところが大きかったのに
対し震災復興計画は軍や市などの行政の主導に
よってなされたのである。
E 土地所有の変遷とその特徴
1)土地所有の変遷
本章では ， 横須賀 I~'可地区中心部である本町・
大滝町(I日汐留町-元ITIT.諏訪町-旭町-大滝町・
稲岡町・小川町・ 11王町・若松町)の土地所有と
土地所有者の特徴を 横浜地方法務局横須賀支局
所蔵「土地台帳jをもとに分析する O この台帳よ
写真 l 横須賀中央駅付近における震災復興計
商前の道路の痕跡
(2007年11月藤野邦撮影)
り l明治22ir:頃 ~I昭和37年(1889~1962)のナー 地所
有の変選が時認できるお)。分析を行う上で¥ま
ず，当該地区における「土地台帳」のデータベー
ス化を行った。台帳の記載内容のうち. 1 筆ごと
に.住所-地 1~1 .所有移転年・移転方法・所有者・
所有者所在地-分合筆情報の各項目を ~:Ijln:\ した。
その結果，明治22年頃~昭和37年までに，のべ
6.830科二の所有移転が確認で、きた。本章では，海
軍工廠や鎮守府とともに発展した横須賀の都市形
成を検討するため作成したデータベースのう
ち，主として明治20年代~昭和初年を対象とす
るO
前章で述べたとおり，横須賀下町地区;における
市街地の多くは，民間による埋立により拡大して
いった。そのため，当該地区の多くは民有地であ
り，その地目は第61"jgj中 Cの部分のような斜面地
の山林や学校などの一部の官用地を除くと，宅地
となっていた。したがって 横須賀下町地区の形
成を検討するに際し この民有地の土地所有の変
遷に注 I~I することが重要となってくる O
まず，本1可・大滝町における土地所有の特徴を
概観する O 第 2表は土地台'1.長の最初jに記載された
明治22年頃と，震災復興後の昭和 5il三(1930) に
おける各土地所有者の所有錐数を示したものであ
るO これによると，各所有者の所有筆数は. fl1j13寺
期ともに10筆以下の所有が大半を占めている O そ
の一方で， 10筆以上を所有する土地所有者が 8~
12名確認できる。 10筆以上の土地を所有する者は
第2表 本町・大滝町における土地所有者の所
有筆数
所有者数(人) 筆数(筆)
明治20年 昭和 51:!三 明治20年 昭和 5年
(1887) (1930) (1887) (1930) 
20筆以上 2 5 
164(0.35) 249 (0.36) 
10-19筆 6 7 
回 開申 F 一ー』 ーー『ーー 『ー--- 』ー--白』ー
5 -9筆 13 25 
2 -4筆 52 84 307(0.65) 443 (0. 64) 
l筆 97 68 
170 189 471 692 
(横浜地方法務局横須費支局所蔵 f土地台帳」により作成)
注) ( )内は総筆数に占める割合
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少数に過ぎなかったが，本国T'大滝町における総
地筆数の約35%を所有していた点は注目できょ
う。彼らの土地所有動向は本町・大滝町の土地所
有変化に大きな影響を与えていたとみられる。
次に，土地所有の変化について，土地分筆件
数・土地所有移転件数の年次推移に注目して検討
(筆)
する(第7図-第8図)。これらの図によると，分
筆件数・所有移転件数の年次推移の傾向はほぼ一
致しており，明治40年代および大正末~昭和初年
に分筆や所有移転件数が顕著であったことがわか
るO
加えて，明治40年代と大正末~昭和初年におけ
120 
ロ民有地から官有地へ分筆
樹氏有地の分築
100 
80 
60 
40 
20 
O 
明i台20
(1887) 
WJi台30
(1897) 
明治40
(1907) 
大正5
(1916) 
13j和i
(1926) 
昭和10
(1935) 
(年)
第7図分筆件数の推移
(横浜地方法務局横須賀支局所蔵「土地台帳」より作成)
、 、 ? ?
?
?，?? ? ?，?、 、
500 
自官有地から氏有地への払下
盛氏I'M]から官有地への質上
口氏問から民間への移fli云
450 
400 
350 
300 
250 
200 
150 
100 
50 
O 
l現7台20
(1887) 
明治30
(1897) 
l明治40
(1907) 
大正S
(1916) 
昭和l
(1926) 
昭和10
(1935) 
(年)
第 81~1 土地所有移転件数
(横浜地方法務局横須賀支局所蔵「土地台帳」より作成)
注)名義人表示変更(改名・住所変更など)にともなう移転件数は除外した。
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る分筆には，民有地を分筆し官有地とする例が
多数確認できるO 所有移転の場合も，民有から官
有への移転が数多く認められる D これら 2つの時
期における官有地化の多くは，民有地を横須賀市
が買い取り，内務省へと「上地24)Jするもので
あった。 f上地J後の地目は「道路敷Jとなってお
り，内務省への「上地jは道路拡張のためであっ
たとみられる白
明治40年代における道路拡張に関する行政資料
は，管見の限り確認できないが，百貨j苫さいか屋
の経営者であった何本俸之助の随想録によると，
汐留から鎮守府に向かう新道ができたとあり，明
治期から大正期に当該地区で、道路拡張が行われて
いたことが推測できる25)。一方，大正末期~昭和
初年にかけての道路拡張は，前章で述べた関東大
震災後の復興計画によるものであった。震災復興
による道路拡張や区画整理のため，民有地の分筆
および分筆した地筆の官有地化が進展した。
さらに，軍による土地買上・払下も注日でき
る。海:軍は大正 8年 (1919).元町地区の一区画
(第6図B部分)の買上を計画した。これは海軍
工廠内のガントリークレーン26)延長に伴うもので
あった。先述した向本博之助は当該地i互に土地を
所有し百貨庖を経営しており この言1-聞について
も随想録のなかに記述している27)。これによる
と，買上計画には多くの地主が反対し海軍省や
関係議員に陳情を行ったという O これに対し，海
軍は御用商人の出入りを断るなどの対抗策を講じ
た。そのため.r海軍によって維持されている横
須賀における海:軍の事業ということで，数十名
おった地主家主はほとんど泣く泣くこれに応じJ.
関本も元町の土地を手放し旭町へと移転したと
いう O また，前章で述べた稲楠土地交換の事例か
らも，土地所有の移転に海軍が強く関与していた
ことがうかがえる。これらの事例により，明治末
~大正期以降の横須賀における土地所有移転には
海軍の意向が強く働いており，土地所有移転が海:
軍施設拡張に大きく左右されたことがうかがえ
るO
明治40年代と大正末期~昭和初年の時期には，
道路拡Ilf~などによる官有地への分筆-所有移転に
加え，民間での分筆や所有移転が進展したことも
うかがえる(第7殴)。本町・大滝町では道路拡IJfi
や区画整理のための分撃を契機として，民間によ
る土地細分化と所有移転も活発になった。
海軍や横須賀市における道路拡幅や区画整理と
ともに，土地所有者も大きく変化していった。昭
和5年当時における土地所有者の土地取得年次を
検討すると，明治20年代より土地を所有していた
所有者は全体の約4分の 1~こ過ぎなかった(第 9
図)。それに対し，約半数の所有者は大正5年~
昭和 5 年(l916~30) の j習に土地を取得してい
る。この時期は先述した震災復興の時期と重なる
ものであり，横須賀下町地区では震災復興による
大規模な都市改造を契機として，新たに土地を所
有した者が多数存在したことがわかる。
2 )土地所有者の社会属性
本un-.大滝町'では関東大震災の復興と相まっ
て，土地所有に変化が生じたことが明らかとなっ
た。ここでは，土地所有者の社会属性に注目し
て，土地所有者の特徴とその変化を検討する O
土地所有者の職業について検討すると，明治22
年前後では所有者総数の約3割，昭和5年には約
大正15年
~昭和5年
15出
大正5i=!三~
大正15flニ
3覧
明治40年
~大正5年
1拡
明治20年
~30年
7弘
明 j合30~三
~40~年
8覧
第 91~ 本町・大滝町における土地所有者の土
地取得年代一昭和 5年(1930)ー
(横浜地方法務局横須賀支所所蔵 f土地
台帳jより作成)
注)昭和5年(1930)における土地所有
者が最初に土地を取得した年代を示
した。
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4割が商業従事者であった(第 3表)。さらに，
ここで注目すべき点は 昭和 5年の土地所有者に
は官納業や御用商人が含まれていることである D
宮納業や御用商人は箪との取引を主としており，
木材・工業用機器や食料品など業種も多様であっ
た。また，請負業や土木建設業に携わる人物も多
数確認できる O 請負業や土木建設業も海軍工廠や
鎮守府などの軍発注の業務に携わる例が少なくな
かったという 28jo したがって，土地所有者の多く
は軍との取引によって資本を蓄積し土地を取
得，維持していったことが推測できる D このよう
な軍事関連産業従事者が土地を取得していったこ
とが，横須賀下町地区における土地所有の特徴の
ーっといえよう O
さらに，土地所有者の所在地について検討する
と明治22年頃と昭和 5年の両時期ともに，横須
賀とその周辺向判!こ所在するものが多いことがわ
かる(第 4表)。土地所有者の一部には東京や横
浜など横須賀tJ、外に所在するものもみられるが，
その数は少数であり 所有者の大半は横須賀とそ
の鹿辺fJIT村に居住していたことがうかがえる。
しかし，前章で述べたように，横須賀下町地区
は，江戸期には半農半漁の村落であり，埋立に
よって市街地が形成された。そのため，多くの
人々がイ可らかの経緯によって移住してきたとみら
れる O そこで. IJ百和5年における土地所有者の一
部について. r横須賀市繁栄策附人物志jや『自
治団体之沿1ili:jなどをもとに 出身地や横須賀移
住の経緯を検討する(第5表)29)口
まず，横須賀周辺のI町村ーから横須賀へ移転する
例がみられる O このような人々は明治30年代以前
より横須賀へ移住した例が多かったO なかでも，
i11J賀出身者が注目される O 第5表I:jJの浦賀出身者
は，明治30年以前に横須賀へと移住した商人層で
あったことがわかる。ただしこれらの浦賀商人
は伝統的な浦賀高人ではなく，幕末期以降に成長
した新興商人であった30)。このような浦賀におけ
る新興商人の一部が，造船所や鎮守j者の設置によ
り横須賀で消費需要が増大することを見越して，
事業を拡大していったとみられる D
第3表 本町・大滝町における土地所有者の職業
(単位:人)
明治22年 昭和5年
(1889)頃 (1930) 
食料品業 17 22 (7) 
衣料・雑貨業 13 15 (1) 
質-金融・保険業 8 
不動産業 。 4 
サーピス業 2 5 
船乗・漁業 2 。
運送業 。 3 
請負業 O 2 
土木建築業 O 8 (1) 
その他 10 12 (3) 
商業従事者合計 45 79 (12) 
土地所有者総数 170 189 
(W横須賀居住人名及び営業説 明治初年j. r大日本商
工人名録J. W横須賀商工案内j. r昭和十年四月一日現
在神奈川県電話番号簿jにより作成)
j主) ( )内の数値は宮納業・御用商人の数。
第4表 本町・大滝町における土地所有者の
所在地
(単位:人)
明治22年 昭和5年
(1889)頃 (1930) 
現-横須賀市域 80 159 
横浜市 5 13 
三浦郡 3 O 
久良"皮郡 O O 
神奈川県 鎌倉郡 O 2 
高座郡 O 2 
都筑郡 O 
足柄下君1~ O 。
東京府 4 3 
宮城県 1 O 
静岡県 1 O 
愛知県 。 2 
岐阜県 。 O 
不明 80 8 
(横浜地方法務局横須賀支局所蔵f土地台帳」により作成)
次に，横須賀の!日家や高家へ養子・奉公に入る
ことにより定着していった例があげられる O 彼ら
の多くは周辺町村だけでなく 千葉県から移住し
たものが多かった。なかでも，東京湾対岸の安房
郡から移住した例が注目される O 前章で示したよ
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第5表 本illJ.大滝町における土地所有者の出身地および横須賀移住の理由
番号 職業 出身地 移住年
移{主理由
奉公 養子 転勤 軍人 その他
l 御用商人 横須賀 (明治31年) 曜島
2 保険業 横須賀 唱静
3 f卸用高人 横須賀 (明治31年)
4 材木商 横須賀 (r現治31年)
5 金物商 横須賀
6 土木建築業 横須賀 (明i台31i!三) • 7 酒類販売業 浦賀 (明治31年) • 8 米穀酒類商 j嘉賀 (明治31年)
9 呉服商・百貨j吉 浦賀 (明治31年)
10 不動産業 浦賀
11 代理業 西浦村
12 米穀酒類商 田j甫町
13 酒類販売業 明治39年 • 14 土木建築業 神奈川県 久良岐部
15 教員 神奈川県 中郡 • 16 郵便局長 千葉県 銚子市 明治39年 • 17 料理j苫 千葉県 安房郡 大.iE4年 • 18 料理j苫 千葉県 安房郡 大正 8年 • • 19 薬剤師 長野!果 伊那郡 明治40年 • 20 不動産業 鳥取県 東伯郡 i現治42:f1三 • 21 IEJ!曹業 長野県 長野市 大正12年 • 22 料理問 神奈川県 横浜1'1 明治19i!三 • 23 御用商人 千葉県 夷綿君I~ 明治24年 • 24 御用商人 東京府 明治29年 • 25 米穀溜類商 茨城県 稲敷郡 明治37年 • 26 糸商 埼玉県 入間郡 • cw横須賀市史~ . r横須賀市の都市計画についてJ. W横須賀市繁栄策附人物志~ • W自治団体之沿革 神奈川県名誉録j・1日本全国商工人名録・第二版，]• r商工名鑑1958年版jにより作成)
注)移住年を(明治31年)と表記したものは，移住年は不明であるが. r日本全国商工人名録・第二版jに
記載されていることを示す。また. No.l ~13は三浦郡出身者. No.l4~25は三浦郡以外の出身者を示すO
うに，東京湾沿岸地域は江戸期より海上交通によ
る物や人の往来がさかんであった。養子や奉公の
多くは，旧来からの地域間関係をもとに，発展し
つつあった横須賀への移住を容易に行っていたと
考えられる O
それに対し保険業や回漕業などの会社社員と
して横須賀へと転勤した例や 軍退役後に御用商
人や土木工事請負業に従事した例がみられる O 彼
らは全国各地より移住しており，これまでの能力
を生かし，横須賀で独立，起業して資本を蓄積
し土地を取得していったと推測できる。
さらに， rその他Jの事例の多くは，転勤など
によるものではなく 個人の意志により移住して
きたものである。その一人として，呉東忠助
(No.24)の例を取り上げる o r横須賀市繁栄策附
人物志』によれば，呉東は東京の f江戸川に生ま
れたJr生粋の江戸児で，明治十九年九歳の春，
父故長吉氏に伴はれて来住 大滝町に塩物問屋を
問自，続いて明治三十二年，軍需部御用商人を命
ぜられ」たとある31)。呉東は軍港者rs市横須賀の発
達に注目し，移住した人物とみることができょ
うD 呉東の例のように，移住理由「その他」の
人々の多くは，軍港都市横須賀の活況ぶりに注目
して移住し，起業した商人であったとみられる。
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このように，浦賀の新興商人や朗辺農村の地主
層が，明治30年代以前より横須賀に土地を取得し
ていった。その後，明治30年代以降とくに，日
清・日露戦争によか横須賀が軍港都市として活
況を呈するなかで，全国各地より多くの人々が移
してきた。彼らは自らの経験を生かして横須賀
で、起業し資本を蓄積して徐々に土地を取得して
いったといえる G とりわけ，関東大震災後の復興
事業前後の土地分筆や所有移転の増加と相まっ
て，このような動きが活発化したと考えられる。
3)土地所有者の土地取得経緯と特徴
前節で述べた通り，本町・大滝町では10筆以上
の土地を所有する約10名の地主が，当該地区にお
80 
75 
70 
65 
60 
55 
I1r50 
干45
~ft40 
数 35
~30 
25 
20 
15 
10 
25 
20 
15 
10 
('1夜)
rY1if:l22 Iljl如0 明治40 大j[5 大iE15 昭和15
(1889) (1897) (1907) (J916) (1926) (1935) 
(年)
IYI台22 IYI合30 IYI治40 大正5 大正15 昭和5
(1889) (1897) (1907) (J916) (1926) (1935) 
(年)
ける稔筆数のうち約35%を所有していた。彼らの
所有動向は当該地区の土地所有変化に大きく影響
を与えていたとみられる O
第10図は，明治22年前後・明治30年(1897).明
治40年(1907)・大正 5年(1916)・大正15年
(1926)・昭和5年の各年次における所有筆数上位
10人を抽出し，その土地所有推移を示したもので
ある 32)。これによると 32名の所有者が抽出で
き，土地所有の形態により 4タイプに分類するこ
とができる O
分類Iは明治20年代~昭和 5年まで多少の増減
をともないながらも，継続して土地を所有したタ
イプである。それに対し分類Eは明治20年代に
おいては多数の土地を所有していたものの，その
25 
20 
15 
10 
明治22 明治30 1Y1台40 大正5 大正15 昭和5
(1889) (897) (1907) (1916) (1926) (J935) 
(年)
25 
20 
15 
10 
141台22 明治30 明治40 大正5 大1E15 昭和5
(1889) (J897) (J907) (J916) (1926) (1935) 
(年)
第101羽 土地所有筆数上位10人の所有筆数推移
(横浜地方法務局横須賀支局所蔵「土地台帳jにより作成)
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後，急激に所有筆数が減少したタイプである O 一
方，分類豆は明治20年代~昭和5年の間に土地を
所有しその後所有が減少していくタイフ¥分類
Wは大正期以降に急激に所有筆数が増加するタイ
プである。
さらに， 10筆以上の土地を所有する地主の職業
および出身地について検討すると(第 6表).分
類 I. Iの所有者は戸長や寺院などの地域有力者
層や，明治20年以前より横須賀に在住したことが
確認できる古参の商人層であった。それに対し，
分類Eの所有者は法人が3社を占め，その所在地
も横須賀以外のものが多い。分類Nの所有者は，
明治30年代以降に全回各地より移住してきた御用
商人や土地開発者であったことがわかる。
上記のような土地所在形態の分類と，各所有者
の職業および出身地の違いをふまえて，本町・大
滝町における土地所有の変化を検討する。
分類 Iや分類Eにおける地域有力者層や商人層
の多くは.横須賀製鉄所・:造船所開設当初より限
立や髭の切り Jj'jl し事業に従事していた。 ~rlj賀近郊
の鴨居を本拠とする商人であった 1-jなどがこの
例である。同本僻之助の随想録には，明治10年代
に祖父石波養泰が.人から「あなたも(地立を)
やるなり，地所を買うなりしたらどうだJと言わ
れたが. I私は公の仕事(.こ携わっているのだから
そういうことは真っ平，いたしませんJと土地開
発を断ったという記述がある33)。この事例より明
治10年代において，横須賀周辺の地域有力者層や
商業従事者による埋立開発や土地取得が， さかん
に行われていたことがうかがえる O 海軍工廠をは
じめとした軍事施設が建設され.横須賀が活況を
呈するなかで，分類IやEのような周辺町村-の有
力者層が，江戸期以来の土地資本をもとに開発を
行い，土地を取得していったのである。さらに，
分類 Iのなかにみられる古参商人層が開発地の土
地を取得していった。彼らは軍事都市として発展
第6表上位10位土地所有者の職業-役職および出身地
分類 番号 職業・役職 出身地 分類 番号 職業・役職 出身地
1 a 米穀高 横須賀 ila (不明) (不明)
1 b (不明) (不明) 国b銀行頭取 宮城県
1 c 官納業 横須賀 illc 回1il!i業 東京府
1 d 寺院 横須賀 illd 米穀商問j曹業 浦賀
分類 I
1 e 材木商・請負業 中西浦村 分類E ille 横須賀造船所造船課主幹 (int賀奉行所伺心)横須賀
1 f 呉服商 浦賀 ilf 銀行 横j兵
1 g 質商 横須賀 illg 銀行 東京府
1 h 米穀高 横須賀 illh 宮納業 千葉県
(不明) (不明) ili 御用商人 (不13)])
1 j 不動産業 j帯賀 Na 銀行 鎌倉郡
I a 名主・地主 公郷村 Nb 米穀問屋 茨城県
IIb 戸長・町長・醸造業 浦賀
分類N
Nc 請負業 鹿児島県
IIc 戸長・米穀酪 浦賀 Nd 回i曹業 長野県
分類E I d 商人 横須賀 Ne 飲食業 (不明)
I e 戸長 浦賀 Nf 飲食業 (不明)
I f 荒物商・運送業 横須賀
IIg (不明) (不明)
(r木村作助調 横須賀居住人名及び営業調 明治初年jr明治人物辞典 上巻j・1史料にみる名主・戸長・
市町村長一覧j. I大日本商工人名録J. r横須賀商工案内j. r昭和十年四月一日現在神奈JI!票電話番号簿j. 
f横須賀人物往来j. r続 横須賀人物往来j. r横須賀市繁栄策附人物志J• r自治圏健之沿革 神奈JII~早名誉
録jにより作成)
注)明治初年に横須賀に居住していたと確認できた人物は横須賀出身とした。また，法人に関しては所在
地を記載した。
しつつあった横須賀に注目して移転し商応を開
業した。
開発を行った地域有力者層や古参の商人層は土
地所有を維持し続けたものも多かったが，その一
部には分類立の例のように，明治40年代以降，土
地を手放す者たちも現れた。手放された土地は分
類Eのような銀行や法人などに転売され，その一
部は，関東大震災後の都市改造を契機として分類
Nのような新たに横須賀へと進出してきた新興商
人や土地f，fJ3若者に取得されていった。このような
変化により本町・大滝sIJでは大正期~昭和初期に
他地域出身者が多くの土地を取得するようになっ
た白
他地域出身者の土地取得の経緯について，第6
表中の分類lV-b . C' dの3名を事例として検討し
たい。lV-bは茨城県出身であり，日露戦争の開戦
後，軍需品購入積込みで活況を呈する横須賀に移
住して，米穀問屋を開業し，豪商へと成長したと
いう 34)。そして，米穀販売業により資本を蓄積
し土地を取得していった。一方，町-dは長野県
出身であり，東京の汽船会社に就職した。大正12
il: (1923)に汽船会社の横須賀支佑詰として横須
賀へ赴任し，大正141'三(1925)に回漕業者として
独立した35)。独立の際 N-dは汽船会社の所有す
る土地の大半を取得し，土地を所有するように
なった。町一dの例は，横須賀へと赴任しこれま
での経験を生かし起業した際に土地を取得した
人物がいたことを示している O また，退役軍人も
横須賀へ定住しこれまでの箪との関係を生かし
て，土地を取得していった。例えば，海軍の退役
軍人で、あったN-cは関東震災後の稲楠土地交換
により海軍から払下げられた土地を購入し造成
を行い，転売していったという。
このように，横須賀下町地区は，周辺農村の有
力者層による埋立や崖の切り崩しにより開発され
た。そして，横須賀が軍港都市として活況を呈す
るなかで，人口流入により社会増加が顕著となっ
た。移住者のなかには，軍事関連産業に従事する
ことにより資本を蓄積し，資産家として横須賀に
定着するものもいた。彼らの多くが関東大震災の
を契機として土地を取得していった。これに
よか本町・大滝町における土地所有は大きく変
化した。
U 横須賀下町地区の発展と他地域出身者の地
域貢献
1)他地域出身者の地域開発への役割
本節では，他地域出身者の資産家層が，横須賀
の地域社会においてどのような役割を果たしてき
たか，土地所有以外の側冨に注目して検討する。
横須賀諏訪大神社参道石段の中層部には， r即
位御大典奉祝記念工事寄附者芳名jという記念碑
が残されている。この碑は，昭和初年に天皇即位
を記念して石段-石垣が修理された際に作成され
たもので，この修理に寄付した人物の氏名が記載
されている36)。この碑文中には本町・大滝町に在
住した人物の氏名が数多く確認できる(第7表)。
しかし江戸期より横須賀に在住していたとみら
れる今井・鈴木・永島・)11島・浅羽姓37)による寄
付は少数であり，明治期以降に横須賀へ新たに定
住したとみられる人物による寄付が多数を占めて
いた。また，他地域出身者のなかでも土地を所有
していた資産家が多いことがわかるD この事例か
ら横須賀の社会的流動性の高さがうかがえる。天
皇即位の祭典という 地域をあげた行事に旧来の
居住者層だけでなく 他地域出身者も参加してい
たことから，他地域出身者も横須賀へと定着し
地域社会をリードする役割を担っていたことがわ
かる O
一方，政財界においても他地域出身者が重要な
役割を担っていた。第8表によると，市議会議員
や市参事会員の多くは他地域出身者から輩出され
ていたことがわかる O さらに 市政や町政だけで
なく，国政や県政へと参入する者もみられた38)。
また，商業従事者であった人々は，商工会議所・議
員として横須賀における商工業の発展に寄与した
ものも少なくなかった。ここで，注目すべき点は
関東大震災後の復興計画の策定を行った横須賀復
興会委員の多くも他地域出身者であったことであ
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るO 他地域出身者の多くが関東大震災後における
横須賀の復興にも尽力していたことがうかがえ
るO さらに，彼らのなかには学務委員などに就
き，横須賀における教育の発展に寄与する者もい
た39)。
また. rt黄須賀市繁栄策関人物志jに記載され
た人物の多くも他地域出身者であった40)。彼らは
軍港を基盤として，観光業の充実や産業振興など
横須賀市の発展策について論じている o 彼らは自
らの職業や経験に応じてさまざまな議論を展開し
ている。横須賀では軍事関連業を核として経歴の
異なる人々が都市発展策について積極的に議論す
る場が展開されていたことがうかがえる O
このように，横須費では他地域出身者が定着
し，土地を取得するだけでなく，地域名望家とし
て政財界において重要な地位を担っていった。横
須賀周辺農村の有力者層だけでなく，他地域出身
者が地域名望家として活躍し 都市社会を形成し
第7表横須賀諏訪大神社「即位御大典奉祝記
念工事寄問者芳名j記載の寄附者数
寄付額 寄付者数 寄付者のうち本町・大(人) 滝町土地所有者数(人)
200円 。
100円 18 10 (2) 
50円 19 13 (3) 
40円 10 5 
30円 23 8 (2) 
25円 21 6 (2) 
23円 3 l 
20円 39 1 (1) 
15円 38 1 (1) 
13円 5 。
12円50銭 O 
10円 61 9 (3) 
8P1 。
7円50銭 2 。
7円 O 
5丹 77 7 (2) 
3円 27 l 
347 72 (16) 
(現地調査・横浜地方法務局横須賀支局所蔵 f土地台
帳」により作成)
注) ( )内は今井・鈴木・永島 .JI島・浅羽姓の土地
所有者による寄付者数。
ていったことが，横須賀の大きな特徴といえよ
つO
2)肥後富一郎による土地調発とその役割
他地域出身者が定住し 横須賀の都市形成に重
要な役割を担った事例として 肥後富一郎を中心
的に取り上げてみよう O
第 9表は肥後富一郎のi略歴を示したものであ
る。肥後富一郎は文久4年(1864) に鹿児島県臼
置郡下伊集院村に生まれ，明治12年(1879) より
海軍に入隊した。入隊後 軍艦松島の回航員とし
てフランスへ渡航したり，日清戦争・北清事変・
日露戦争へ従軍するなどの軍功を修めた。この資
料から肥後富一郎が横須賀へ移住した年代を特定
することはできないが 軍人として横須賀に移住
したことが推定できる O
肥後富一郎は大正元年 (1912).軍i織満期によ
り海草を退職した。 肥後富一郎が埋立をはじめと
する土地開発へと従事したのは退職後から昭和4
年(1929) までの17年間であった。肥後富一郎は
退役の際に，上司からの助言があり，埋立に従事
するようになったという 41)0 H巴1&.'1高一郎はこのn寺
期に小JI・大滝-若松海岸地先埋立工事(現， 日
の出IlJ1 丁目付近，第 31~11:1:J⑨部分)や，先述し
第8表 『横須賀市繁栄策附人物志』記載者の
役職一昭和 9年(1934)一
(単位・人)
役)1成 現横須賀 他地域
市域出身者 出身者
商工会議所議員 3 19 
市議会議員 6 16 
市参事会員 3 
市学務委員 O 
復興会員経験者 3 3 
衛生組合理事 O l 
在郷軍人連合副分会長 O 1 
その他 O 9 
記載なし 13 23 
23 72 
cr横須賀市繁栄策附人物志J. r横須賀市の都市計画に
ついてjにより作成)
注)兼職者がいるため，各項目の和と合計の数値は異
なる O
た稲楠土地交換事業によって海軍と交換された向
山官舎跡地(現，本町3丁目付近，第 6図中 A部
分)の開発に従事していたことが確認できる42)。
では，このような土地開発はどのような手順で
行われたのであろうか。また，肥後富一郎はこれ
らの土地開発事業においてどのような役割を担っ
たのであろうか。小}1 .大滝-若松海岸地先埋立
工事の事例を検討する。
この埋立工事は横須賀埋築組合により行われ
た。第10表によると，この組合の組合員および出
資者は，会社経営者・高額納税者など横須賀以外
の財界有力者により構成されていた。したがっ
て，この工事は多額の工事資金を必要としたた
め，横須費以外の資本によるところが大きかった
とみられる。しかし 壊築組合員のなかには財界
有力者以外に土木請負業の葦名金之助と肥後富一
郊の名前が確認できる O 財界有力者たちが資金の
援助をしたのに対・し 久良1皮郡j弄風浦村大字磯子
出身の葦名金之助や横須賀在住の肥後富一郎が土
木諮負業者として実務的な工事業務を担ったとみ
第9表肥後富一郎のIH各歴
年 事項
、民らf%円ー (~26(n) 11f1~~品思，qj常i弘司ご凡 i立E誌を~lアJ凶L
明治12年 (1879)I #ü:î\Iに奉 J~龍
明治21年(1888)1 #JJ:i¥I兵曹長に任官
明治24年(1891)河司監松島田航員として仏国に出張
明治25年(1892)げ許制
明治25年(1892)期{八等に叙せられる
明治28年(1895)旧清戦争従軍記章拝受
明治28年(1895)期t七等青色桐葉章・一時賜金il受
明治33年(1900)ドiヒ進事変従軍記章拝受
明治341jミ(1901)は足七位に叙せられる
明治35年(1902)ドlt進事変の功により一時賜金持受
明治35年(1902)鴻!六等瑞宝章を拝受
明治37年(1904)I #ij.革特務少尉に任官
明治39年(1906)I [ヨ蕗戦役従軍記章拝受
1'lI]治391'1: (1906)同り六級金鶏勲章拝受
明治41年(1908)liE七位に叙せられる
大正元年(1912)はIJ践満期により退職
大正8年(1919)1黄須賀市若松町海岸埋立工事に従事
昭和3年(1928)I二万余坪の埋立が完成する
(肥後民行家所蔵，肥後奨行家文書「履歴書」横須賀市
史編纂室提供により作成)
られる O
土木請負業者の 1人であった葦名金之助は，横
須賀の埋立事業に従事する以前より，扉風浦村大
字磯子字宮下及浜地先水面埋立工事(以下，磯子
埋立工事と略記する)に参加していた。この工事
は明治41年(1908)より 3ヶ年の計調で，堺風浦
村の山地より土砂を収集し 磯子地先を埋立てる
ものであった。葦名は 東京の土木請負業者で
あった安藤庄太郎43)の代理人として，神奈川県知
事へ工事着手屈および埋立工事工程などを提出し
ている44)。これらの資料から，葦名は磯子埋立工
事;に代理人として従事することにより，埋立工事
の実務に関する知識を習得したことがわかる。葦
名はこの経験を生かして，横須賀における埋立事
業へ従事していったと考えられる O
ここで注目すべき点は，磯子埋立工事書類の一
部が f必要」と加筆された上で，肥後家に保管さ
れていたことである O 肥後富一郎はすでに磯子埋
立工事において実績のあった葦名の経験を手本と
して，横須賀における埋立事業に参加していった
ことがうかがえる D
次に，小JIト大滝・若松海岸地先埋立工事の進
展状況について検討する口この埋立工事は大正8
第10表横須賀埋築組合組合員および出資者
氏名 i 職業
葦名金之助 l土木・請負業
加藤八郎右衛門 !神奈川銀行頭取
槙武 l石城炭鉱株式会社社長
肥後富一郎
)11崎友之助
太田興市
荒井泰治
模哲
藤1奇三自IUJj]
根岸錬次郎
小野隆平
永野栄太郎
高辻宜麿
秋山陵
土木・請負業
JI崎銀行頭取
横浜商工会議所議員・百貨庖経営
仙台多額納税者・各会社重役
塩水拓殖精糖株式会社
塩水港精糖拓殖株式会社重役
利根川水力株式会社重役
石城炭鉱株式会社専務取締役
(}肥後異行家所蔵，肥後異行家文書「横須賀埋築組合規
則j横須賀市史編纂室提供により作成)
注)空欄は資料上に職業の記載がないものを示す。
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年(1919) より 3ヶ年の計画で実施された。しか
し，たびたび延長願が出願されており，工事は遅
延していた45)。岡本の随想録によると，土型立工事
は関東大震災前にはほぼ完成しており，護岸工事
を残すのみであった。しかし 震災や予算問題の
ため工事は一時中断し 昭和4年(1929)によう
やく完成したという 46)。
内第5船渠t11:張工事により排出された土砂や，横
浜の磯子より運搬された土砂を利用していたこと
治宝わ治、る O
ところで， この工事で、は海軍敷地内の土砂を無
償で利用し軌条などの建設運搬用資材を海軍よ
り多数借用していた。また，海軍鎮守府内やその
周辺における工事のため，鎮守j宥や東京湾要塞司
令長官などの革関係機関へ通行)~Jt .測量販などの
多数の許可を得る必要があった。第11表より革関
係機関への出願.)画出件数が県・市への出願件数
埋立工事の工程は，埋立土砂を海軍用地内より
無償にて掘撃し高架仮軌道により運搬し，埋立
するものであった(第11表)。加えて，海軍工j蔽
第1表小JI.大滝・若松海岸地先埋立工事に関する出願(大正9年 1月22日~
大正12年4月比百)
出願・届出先 件数 主な出願内容
横須賀鎮守府司令長官 18 埋立用土砂を鎮守j青海軍用地より無償~jffi盤の許可
土砂掘盤許可に1，J-.懇篤なる謝状を呈出
土砂運搬用高架仮軌道敷設のための海軍用地使用願
鎮守府内物置一棟 仮設物一棟の仮移転願
火薬使用願
工事等延長願
横須賀海軍経理部 9 土砂運搬用車Il条借用願
資材持込のため、裏門通行の許可
経理部内借用地へ仮倉庫建設願
(横須賀鎮守府)建築部(科) 6 掘盤・ 1局架軌道築設着手をj司出
レール80本借用願
東京湾要塞司令長官 6 堆土I~目撃・土砂運搬の高架架設桟橋架設願
高架仮桟橋架設の為，測量/'9Ji
横浜市磯子町より土塊運搬及び埋立作業許可証を返納
工事等延長願
海面測量許可願
神奈川県知事 5 土砂運搬用品架仮軌道敷設のための道路・公有水面使用願
請願巡査継続配置願
公有水面使用延長願
神奈川県土木課横須賀出張所 2 高架桟橋竣工届
横須賀市長 4 横須賀漁業組合・居住者へ品架軌道架設に付、承諾を得たる件
埋立・護岸工事着手に付. )詰出
市道継続占用J5~
横須賀市役所 5 土砂運搬用高架仮軌道敷設のための道路・公有水面使用願
道路1:!:i用延長願
横須賀警察署 2 電話線路変更願
市道継続占用願
その他(海軍機関学校・砲争pj 5 高架仮桟橋架設へ承諾願
学校，杉山運送，東京逓信局 電話線路変更願
長など) 横須賀海軍工廠内第五船渠拡張工事土砂を埋立海面に運搬投入に
付，契約
(肥後巽行家所蔵，肥後葉行家文書，横須賀市史編纂室提供により作成)
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を上回っていたことがわかる D 小J1/・大滝・若松
海岸地先埋立工事では寧との交渉や出願が多数必
要であり，箪との交渉・出願の際には軍の情報に
通じた人物が重要になった。
このような海軍との交渉を担った人物が肥後富
一郎であったとみられる O 肥後富一郎は海軍退職
前に施設部に所属しており 鎮守府施設に関する
許認可に通じた人物であった47)口肥後家文書には
第11表作成のもととなった工事に伴う出願の履歴
が残されている口その一部を以下に引用する48)。
大正九年
一月二十二日
小)1.大滝，若松海岸地先埋立工事海面:tA立
用トシテ鎮守府裏手稲問所在ノ海軍用地一部堀
盤無償ヲ}:J，テ土砂採取方許可.アリタキ旨，横須
賀鎮守府司令長官ヘ出願セリ
(中 1各)
三月六日
一月廿二[:1Hj頗ニ係ル稲問所在海軍用地ノ一
部堀盤土砂採取ノ件，横須賀鎮守府司令長官ヨ
リ許可セラレタリ(横鎮第一八一号ノ四)
ここには出願年月日-出願内容・許可書類番号が
年次)1/買に記jl設されている。この資料は肥後富一郎
本人によって響かれたとみられ49) 肥後富一郎が
海軍をはじめとした諸機関との交渉や出願の取り
まとめをしていたことがうかがえる。
このように，横須賀における埋立工事では海軍
への交渉や出願が多数必要であった。そのため，
海軍との交渉や出版を取りまとめる人物が埋立業
務に参加する必要があった。このような海軍との
交渉や出願を取りまとめる人物として退役軍人の
肥後富一郎が重要な役割を担ったといえよう O
さらに，肥後富一郎はこのような土木事業を行
うだけでなく，さまざまな社会事業も行ってい
た。肥後家文書には多数の感謝状が残存してい
る50)。これらによると 肥後富一郎は関東大震災
後に被災住民へ工事中の埋立地を開放したこと
や，有志らとともに明治天皇行在の記念碑を建立
するなどしたことがわかる。肥後富一郎は埋立事
業だけでなく， さまざまな社会事業にも参加する
ことにより，町の名望家として横須賀へと定着し
ていったのである51)。
V むすびにかえて
本稿は，幕末期から昭和初年にかけての横須賀
下町地区における景観および土地所有と土地所有
者の特徴に注目し軍港都市横須賀の都市形成過
程についてt食討してきた。
横須賀の地形は急峻な海蝕崖が海岸付近までせ
まっていることや，谷戸の多いことが特徴であっ
た。そのため，江戸期の横須賀村は.限られた低
地に小集落が立地する半農半漁の村落であった。
しかし幕末期の製鉄所・造船所開設を契機と
して都市発達がはじまった。製鉄所 ・造船所や市
街地を建設するに|緊し重要であったことは，狭障
な低地部を埋立や崖の切り崩しによって開発する
ことであった。この埋立開発や崖の切り崩し事業
は，草をはじめとする行政だけでなく，民間に
よって数多く行われたことに注目すべきであろ
う。横須賀下町地区の市街地の多くは，民間開発
により拡大したのであるD
横須賀下町地区は 埋立開発などにより市街地
が拡大したものの，未だ狭!溢であり，人口の増大
とともに，過密化が進行していった。そのため，
住宅問題や都市問題が発生し都市計画の議論が
なされた。こうした状況の中で，大正12年
(1923) .関東大震災が発生し横須賀も大きな被
害を受けた。横須賀ではこの震災を契機として復
興事業が実施され大規模な都市改造が進展し
た口関東大震災復興事業では，道路の拡IIJ~および
街区の改変などがなされ，今日に続く横須賀の都
市の基盤が形成された。
復興事業などの都市改造には軍をはじめとした
国家の意向が強く反映していた。大正 8年
(1919)の元町における海軍土地買上計画や，海
軍施設集中計画であった震災後の稲楠土地交換は
その一例といえる D このように，横須賀下町地区
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における市街地開発は 当初，民間によるところ
が大きかった。しかし， 軍港の発達とともに.そ
の後の I~l~~.きは海F軍をはじめとした草の影響を強く
受けるようになったことが明らかとなった。
このような景観変遷の特徴は土地所有の動向と
も密接に関連していた。明治20年代における土地
所有者は，埋立I~再発や巌の切り崩し事業に従事 し
た地域有力者や，開発された土地に移転してきた
古参の商人層であった。これらの土地所有者は所
有を維持するものも少なくなかったが，なかには
土地を手放すものも存在した。手放された土地の
多くは銀行などの法人に取得され，転売された。
さらに，法人によって取得された土地の多くは横
須賀へと新たに移住し起業して，資本を蓄積した
新興商人層や土木工事請負業者によって取得され
た。こうした土地所有移転の多くは，道路拡張や
大規模な都市改造が実施された関東大震災後の復
興事業を契機とするものであったことが明らかと
なった。
昭和初年における横須賀下町地区の土地所有者
は，他地域より移住し，横須賀市内に定住して
いった者が多かった。他地域出身の土地所有者の
多くは軍人や会社員，あるいは，自らの意思に
よって横須賀へと移住し これまでの経験を生か
して起業し資本を蓄積していった。彼らの多く
は官納業や土木工事請負業を営み，主として箪と
の取引によって資本を蓄積し土地を所有して
いったとみられる。
土地所有の変遷にもみられるように，横須賀で
は他地域出身者が定着していったことがわかる。
このような他地域出身者は横須賀における政財界
や社会事業において活躍し 地域社会へと貢献し
た者が少なくなかった。これらの事例により，他
地域出身者が横須賀の都市形成において重要な位
置を占めていたことが明らかとなった。
肥後富一郎も横須賀へ移住し，土地開発に従事
しただけではなく，横須賀における社会的な役割
を担っていたことを示す事例といえよう。鹿児島
県出身の肥後富一郎は，海軍退役後横須賀におい
て小)1 .大滝・若松海岸地先埋立工事などに従事
した。横須賀における埋立事業では，海軍への交
渉・出願が多数必要であった。そのため，革の事
情に通じた人物が必要となった。こうした箪への
交渉・出版を担ったのが退役軍人の肥後富一郎で
あった。肥後寓一郎は海軍との関係を生かし横須
賀における埋立事業に従事していったとみられ
る。また，肥後富一郎は関東大震災後，被災住民
への埋立地開放や，記念碑建立などの社会事業に
も貢献した。肥後富一郎はj盟立事業だけでなく，
社会事業にも尽力することにより， nuの名望家と
しての地位を獲得した。このように，肥後笛一郎
の事例は他所より横須賀へと移住し定着して，横
須賀の都市形成に多大な貢献をなした格好の例と
いえる。
本稿では，幕末期から昭和初年における景観お
よび土地所有の特徴から，横須賀下町地区の都市
形成過程を考察した。 しかし 今後.明らかにす
べき謀題も多く残されている O まず，本報告では
下町地区の商業地機能の特性および商業の動向に
ついて十分にその位置づけを行うことはできな
かった。とくに，御用商人や土木議負業の経営動
向を検討ーすることが軍港都市横須賀の特{蚊を把j屋
する上で重要となろう O また 繊須賀の都市形成
過程をより探く検討するためには，台地上の上18"
地区や谷戸の開発について検討-する必要があろ
うO さらに，第二次世界大戦期における都市の状
況や，戦後の都市形成についても議論が必要とな
ろう。今後，これらの問題を検討することによ
り，横須賀における市街地形成過程や，都市内部
構造がより明確になると思われる。
付記
本稿の作成にあたり，横須賀市自然・人文博物館学
芸員の安池尋幸先生には，資料の提供や多くのご教
示を賜りました。また横須賀市文化振興課には調査
先の検討などのご助言を賜りました。上記のほか.横
須賀市市史編纂室の高村~.忠史氏，横浜地方法務局横
須賀支局，横須賀市立中央図書館，神奈川県立図書館
には，所蔵資料，地籍図等の閲覧，複写，撮影のご許
可をいただきました。現地調査では石井 昭氏，松
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月 米が浜本}苔，富津喜美枝氏，長j幸一正氏，焔年
氏，肥後暴行氏，山田敏夫氏，山本諾一氏の皆様よ
り，多くのご教示を賜ったほか，ご所斑の資料等の閲
覧，複写を許可していただきました(五十音)1船。以
上記して摩く御礼申し上げます。なお，本文の執筆
は， 1， m~v を双木俊介， Iを藤野 邦が担当しま
した。
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